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１２．１ 栗原市での災害ボランティア活動（栗原市社会福祉協議会） 

 

（１）栗原市での被害の問題点 
栗原市は平成 17 年に栗原郡旧 10 町村が合併し、市全体の面積は広く、市内の移動は車で 1時

間以上かかることもある。被害は山間部に集中しており、家屋被害もさることながら、道路崩壊

による交通網の遮断が大きな問題となっていた。特に避難指示が発令されていた、栗駒耕英地区・

花山地区は一般人が自由に往来出来ない状況にあり、避難所生活の長期化、家の片づけ等の住宅

再建の遅れ、いわなの養殖やいちご農家などの生業復興への課題が重なり、住民の不安や先の見

えない生活への憤りがみられていた。 

 
（２）被災者支援体制づくりまでの経緯 

栗原市社会福祉協議会では、交通網が遮断された中での多数の災害ボランティアの受け入れは、

さらなる渋滞を引き起こし、緊急救援活動の妨げになることを懸念した。また被災地を自由に往

来できないという状況から、ボランティアの活動場所が限定されることや、社会福祉協議会の独

自の調査で、ボランティアを必要とする建物の崩壊が少ないという結果も出ていた。被災地域の

住民からは「外部のボランティアさんを頼る前に自分たちの地域のことだから、まず地元で助け

合おう」という声も聞かれていた。結果、社会福祉協議会会長の決断により「災害ボランティア

センター」の設置は見送り、地元のボランティアを中心に、復興支援経験のある外部 NPO らとの

連携のもと、通常から社会福祉協議会に設置されている「ボランティアセンター」の業務内で被

災者対応を行うこととなった。 
 

（３）「栗原市ボランティアセンター」での活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12.1.1 ボランティアセンターの活動 

 

 

 

栗原市社会福祉協議会 ボランティアセンター

ボランティアの
受け入れ

・ボランティア受付
・個別ニーズ受付
・マッチング（調整）

・ボランティア派遣

避難所支援
・社協職員の常駐
（見守り・ニーズ把握）

・ヘルパーの派遣
・掃除、衛生管理

・子どもの遊び相手
・行茶
・足湯ボランティア
・食事の配膳
・送迎サービス

（買い物・通院など）
・お茶っこ会の開催
（8月末まで）

・入浴バスツアーの運行
など

在宅支援
・重点地区

（花山・栗駒文字地区）
の高齢者宅巡回訪問

・福祉推進委員のニーズ
調査

・在宅者への新聞配達
・個別ニーズへの対応

（家のかたづけなど）
・お茶っこ会の開催

など

地元ボランティア団体・個人・福祉推進委員・外部ボランティア
（栗原JC、東北福祉大学、マッサージの会、NPO）による下支え

仮設住宅支援
復興継続支援

・「がんばるべぁ～」
づくり

・復興祭りの開催

など
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写真 12.1.1 ボランティアセンターは栗原

市社会福祉協議会内の福祉センターに設置

され、地元ボランティアを中心にのべ 1,017

名が活動した。 

写真 12.1.2 被災者からのニーズは 319 件

に上った。被災者のお宅へのボランティアを

派遣するためのマッチング風景。 

写真 12.1.3 地元ボランティアによる家の

片づけ。知っている顔からの働きかけが被災

者の安心感を生んだ。 

写真 12.1.4 東北福祉大学による足湯ボラ

ンティア。子供からお年寄りまで多くの方々

に喜ばれた。 

写真 12.1.5 美容師ボランティアによる即

席美容室 

写真 12.1.6 学生ボランティアによる子ど

もの遊び相手 
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写真 12.1.7 緊急ボランティア会議に集まっ

たボランティア 

（４）地元ボランティアによる「がんばるべぁ～」の誕生 

 6 月 24 日、栗原市社会福祉協議会に登録

している 53 のボランティア団体を中心に

「緊急ボランティア会議」を開催し、被災

者の現状や生の声を共有した。これにより、

「新聞やテレビの報道ではわからなかった

ことばかりであった。被災された方の気持

ちを元気づけられるような応援メッセージ

を届けたい。」という意見が出された。そこ

で外部支援者の紹介をした、阪神・淡路大

震災の被災者支援事業「まけないぞう※１」

からヒントを得て、熊を象った手拭きタオ

ル「がんばるべぁ～」が考案された。 

 「がんばるべぁ～」は最初、地元のボラ

ンティアによって作られ被災者の手に渡っ

ていた。しかし受け取った被災者から「私

も作ってみたい！」という要望が上がり、花山地区の仮設住宅に入居された方々を中心に開催さ

れていた集いの場「お茶っこ会」で取り組み始めた。その後この取り組みは、長期復興を見据え

て立ち上がった被災者の自助グループ「花山復興の会」に引き継がれ、1 つ 300 円で販売される

ようになり、その売り上げは「花山復興の会」の活動資金に充てられるようになった。被災者の

生きがいづくりの場として、復興に向けての被災者の活動を支える資金確保の手立てとして「が

んばるべぁ～」は被災地を応援する多くの人々の手に渡った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 12.1.8 「がんばるべぁ～」制作風景。作り手のみなさんにも自然と笑みがこぼれる。 

※１）まけないぞう事業とは 

阪神・淡路大震災の被災者の仕事づくり＆生きがいづくりの事業

として、神戸市を拠点とした被災者復興支援団体「被災地 NGO 恊

動センター」が実施。全国から集められたタオルで作られた像の

手拭きタオルは 1 つ 400 円で販売されており、うち 100 円は作り

手である被災者への賃金に充てられる。手にした支援者からは「ま

けないぞうを見てみなさんの頑張りに元気づけられた」と手紙が

届くようになり、被災者と支援者という関係を超えた心の交流も

生まれている。 
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写真 12.2.1 

 カレーを食べながら語らう被災者 

１２．２ 「くりこま応援の会」の活動 

 

 2008 年 8 月、これまでの被災地で、数々の

復興支援活動に関わってきた「NPO 法人ハー

トネットふくしま」と「NPO 法人とちぎボラ

ンティアネットワーク」との共同で「くりこ

ま応援の会」が立ち上がった。今回の地震で

は、自宅までの道路が被害を受けたことで、

「家に帰れない」状況が長く続くことが予測

された。そこで、住民の方々の”山に帰る！”
という強い思いを息長く下支えしていこうと、

仮設住宅の近くの空き家を借り上げ、スタッ

フが常駐した。 

 毎週日曜日を「カレーの日」とし、住民が

いつも気軽に立ち寄って、復興への希望や

日々の辛さなどを語り合い、みんなで想いを

共有し、元気づけ合える場を作っていった。

このように、一人ひとりのペースに合わせて関われる場を地道に積み重ねることにより、住民の

抱えている課題や問題点が明確になっていった。震災後深刻な問題となっていたイチゴ農家やイ

ワナの養殖等生業の再建については、イチゴジャム作りや、復興イベントでのイワナ販売などを

通じて応援した。また、避難指示が翌春の雪解け後まで継続される見込みの中で、耕英地区の自

宅の雪害予防のため、雪囲いや雪下ろし作業をボランティアが手伝った。この時初めて行政側か

ら避難指示地域でのボランティア作業が容認された。 

被災された方々一人ひとりに寄り添い、「ひとりじゃないよ」といつも言い続ける存在が傍にあ

ることが、被災者の心の支えとなっていた。また、一連の活動を「くりこま応援の会通信」とし

て全国に発信し続け、メディアからの情報も少なくなる中、被災地の抱える現状や課題、住民の

方々の頑張りを伝え続ける貴重な情報元となった。活動は 2009 年 6 月まで続いた。 
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写真 12.3.1 熱心に話に耳を傾ける被災者 

１２．３ 「くりこま耕英復興プロジェクト」の活動 

 

（１）「復興について語り合う集い」の開催 

 「被災された方々が震災の事実を受け

止め、震災前の生活を取り戻すために、

復興への一歩をどのように踏み出せばよ

いのか？」という被災者の不安や疑問を

少しでも解消することを目的に、2008 年

7 月 2 日、栗駒地区の避難所となったみ

ちのく伝創館にて『復興について語り合

う集い』を実施した。2004 年新潟県中越

地震や 2007 年能登半島地震の被災者の

方々、被災者復興支援に携わった NPO、

宮城県の士業連絡会（弁護士・税理士・

司法書士・行政書士・建築士・不動産鑑

定士・家屋調査診断士の七つの士業の集

まりで被災者からの相談等も受けてい

る）、有識者等 9名が、栗駒地区の被災者

の相談役を担った。「仮設住宅はどんな

場所なのか？」「被害を受けた私道は行政が直してくれるのか？」「避難指示の出ているエリアに

ある我が家の車を取りに行きたいが、避難指示が出ているので行けず非常に不便。自衛隊のヘリ

で救ってもらえないか？」「地震に遭った日から農作業がストップしてしまった。苗の支払いや来

年、再来年の仕事への影響を考えると対処の方法が浮かばない。」「避難指示がいつになったら解

けるのか？一時帰宅が許されるのか？」等の質問が続々と投げかけられ、相談役がそれぞれの経

験や知識から参考になると思われる情報を提供した。対話の中から不安を共有し、解決すべき課

題を見出し、さまざまな立場や経験のあるものが、被災者と一緒に知恵を出し合い解決策を考え

ていく場となった。この動きが一つのきっかけとなり、被災住民による自助グループ「くりこま

耕英震災復興の会」が立ち上がった。くりこま耕英復興プロジェクトは、過去の被災地からの学

びを次の災害へ継承し、住民の勇気や希望を見出していくための大きな起爆剤となった。 

 

（２）「私たちの復興計画～楽しい農山村づくりを目指して～」の作成支援 

「日本災害復興学会復興支援委員会」の協力のもと、被災者の自助グループ『花山震災復興の

会「がんばっぺ」』と『くりこま耕英震災復興の会』が共同作成した。（詳細は、別添、参考資料

1（p.197）を参照）きれいな道路や建物の再建だけの復興計画ではなく、災害をバネに地域が災

害前よりももっと元気を取り戻し、活気溢れる地域づくりを進めて行くことを視野に入れつつ、

住民の実態に即し、生の声を反映させた計画を作成した。この計画が市で策定されている復興計

画に反映されるよう栗原市へ要請した。 

 

 

 

 

 

 

 

 


